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活動銀河核の中心エンジンの近傍から放射されるX線の観測と、それを取り囲むダストトーラスから放射され
る赤外線の観測との組み合わせは、活動銀河核の中心周辺の構造を探る最良のプローブである。我々は、全天X
線監視装置MAXIと赤外線天文衛星「あかり」を用いて活動銀河核のX線・赤外線診断を行った。MAXI全天X
線カタログの第二版 (Hiroi et al. 2013)は、10 keV 以下の全天X線サーベイとして史上最高の感度を誇り、これ
までにブレーザー以外の活動銀河核と同定された X線天体を 100個 (I型 73個, II型 27個) リストアップしてい
る。このうち 69個 (I型 48個, II型 21個)の活動銀河核に対して、「あかり」全天赤外線サーベイカタログに赤外
線対応天体が見つかった。これらに対して、MAXIで得られたX線光度とスペクトルのハードネス比、「あかり」
で得られた赤外線光度とカラー、およびそれらの関係を調査した。活動銀河核のX線スペクトルの典型的な光子
指数 Γ = 1.9を仮定し、X線ハードネス比から中心核に対する吸収の水素中密度NHを推定し、X線光度に対して
吸収の補正を行った。その結果、従来から報告されていたX線光度と赤外線光度の相関関係が、今回のサンプル
でも確認された。このような相関関係は、ダストトーラスが連続的な分布ではなく、多数のダスト雲で構成され
た”Clumpy”トーラスモデルを支持する。一方、強い吸収を受けたCompton-thickな活動銀河核 (NH > 1.5×1024

cm−2)は、この相関関係と比べてX線光度が有意に小さいことも分かった。我々は、このようなCompton-thick
な活動銀河核の抽出に、X線ハードネス比とX線・赤外線の光度比の関係が有効であることを示した。


